
（
特
定
専
門
工
事
の
注
文
者
の
承
諾
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
）

第
十
七
条
の
七

法
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

（
新
設
）

一

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

イ

注
文
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
元
請
負
人
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通

信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る

方
法

ロ

注
文
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
法
第
二
十
六
条
の
三
第

四
項
の
承
諾
を
す
る
旨
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
元
請
負
人
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
元
請
負
人
の
使
用

に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
承
諾
を
す
る
旨
を
記
録
す
る
方
法
（
同
条
第
五
項

前
段
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又
は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
注
文
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
）

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
法
第
二
十
六
条
の
三
第
四
項
の
承
諾
を
す
る
旨
を
記

録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

２

前
項
に
掲
げ
る
方
法
は
、
元
請
負
人
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
第
一
号
の
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
は
、
注
文
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
、
元
請
負
人
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

第
十
七
条
の
八

令
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

（
新
設
）

一

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
の
う
ち
注
文
者
が
使
用
す
る
も
の

二

フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

（
講
習
の
実
施
基
準
）

（
講
習
の
実
施
基
準
）

第
十
七
条
の
九

法
第
二
十
六
条
の
九
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六

法
第
二
十
六
条
の
八
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

（
講
習
規
程
の
記
載
事
項
）

（
講
習
規
程
の
記
載
事
項
）

第
十
七
条
の
十

法
第
二
十
六
条
の
十
一
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

第
十
七
条
の
七

法
第
二
十
六
条
の
十
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
十

（
略
）

一
〜
十

（
略
）

十
一

第
十
七
条
の
十
四
第
三
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
講
習
業
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

第
十
七
条
の
十
一
第
三
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
講
習
業
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
二

（
略
）

十
二

（
略
）

（
登
録
講
習
実
施
機
関
に
係
る
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

（
登
録
講
習
実
施
機
関
に
係
る
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
十
七
条
の
十
一

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
法
第
二
十
六
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一

部
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
の
八

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
法
第
二
十
六
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部

を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
十
七
条
の
十
二

法
第
二
十
六
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的

記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

第
十
七
条
の
九

法
第
二
十
六
条
の
十
二
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記

録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
提
供
す
る
た
め
の
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
提
供
す
る
た
め
の
方
法
）

第
十
七
条
の
十
三

法
第
二
十
六
条
の
十
三
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
の
う
ち
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
の
十

法
第
二
十
六
条
の
十
二
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
の
う
ち
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 


		2020-08-27T14:47:55+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




